
目指す姿

もっと良くするために

主な取組

これまでは
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これまで、記紀万葉をテーマとして２０１２

年から２０２０年の事業として奈良ゆかり

の歴史文化の情報発信をしてきました。

古事記のまつり

古事記こどもかるた大会

（奈良春日野国際フォーラム甍）

古事記のまつり

古事記朗唱大会

（同左）

２０１２年より取り組んでいる「記紀・万葉プロジェクト」の集大成として、日本書紀完成１３００年にあたる２０２０年に、藤

原不比等没後１３００年を記念した事業などを実施します。

聖徳太子没後１４００年を迎える２０２１年度は、これまで確立した手法をベースに、聖徳太子を広く知ってもらうためのイベ

ントの開催等、奈良ゆかりのテーマを毎年新たに設定し、継続的に奈良の歴史文化を情報発信し成果をあげます。

令和６年度の「飛鳥・藤原」の世界遺産登録を目指し、作業を進めます。

令和６年度までに県立文化施設の来訪者数を1,905千人にします。

これからも奈良ゆかりの

テーマで継続的に歴史文

化情報を発信して、来訪者

数が増加するよう努力して

いきます。

「記紀・万葉プロジェクト」

ではこれまで展覧会やシン

ポジウムを開催したり、冊

子やホームページを制作し

て奈良ゆかりの歴史文化を

紹介してきたね！

記紀・万葉プロジェクトの

推進

聖徳太子プロジェクトの

推進

新テーマの検討

日本書紀完成・

藤原不比等没後

１３００年

聖徳太子没後

１４００年

奈良ゆかりの新テーマ検討

（壬申の乱１３５０年等）

（116） 記紀万葉プロジェクトのこれから

Ⅵ 智恵の「都」をつくる ～すべての県民が、生涯良く学び続けられ、奈良の歴史文化に親しめる地域をつくる～

20. 文化財の保存・活用、
文化財の防災、文化の振興

21


